
シ
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シ
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〇
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築
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①

 

今
、
国
民
が
最
も
強
く
国
に
望
ん
で
い

る
の
は
「
社
会
保
障
構
造
改
革
」
で
あ
る

が
、
次
世
代
以
降
に
関
わ
る
長
期
的
課
題

は
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、

三
菱
総
合
研
究
所
社
会
シ
ス
テ
ム
研
究
本

部
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
ケ
ア
事
業
開
発
部
で
は
、

「
社
会
保
障
制
度
ク
ラ
イ
シ
ス
へ
の
対
応

戦
略
〜
今
後
一
〇
〇
年
間
持
続
可
能
な
社

会
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
て
〜
」
と
題

す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
た
。
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
は
、
三
菱
総
合
研
究
所
常
務
取

締
役
尾
原
重
男
の
挨
拶
に
続
き
、
当
社
研

究
員
に
よ
る
研
究
報
告
、
日
本
学
術
会
議

会
長
、
黒
川 

清
氏
に
よ
る
招
待
講
演
が
行

わ
れ
た
。
以
下
は
そ
の
要
約
で
あ
る
。 

       

             「
社
会
保
障
制
度
ク
ラ
イ
シ
ス
」
の
研

究
報
告
１
は
、
三
菱
総
合
研
究
所
の
白
石

浩
介
に
よ
る
「
持
続
可
能
性
の
視
点
か
ら

見
た
社
会
保
障
制
度
の
課
題
」
で
あ
る
。

今
年
か
ら
三
年
連
続
で
制
度
改
革
論
議
が

進
む
、
年
金
・
医
療
・
介
護
保
険
の
長
期

的
見
通
し
と
そ
こ
か
ら
読
め
る
制
度
的
危

機
が
テ
ー
マ
で
あ
る
。
今
回
、
長
期
的
見

通
し
を
得
る
た
め
に
社
会
保
障
モ
デ
ル
を

構
築
し
、
長
期
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ

た
が
、
こ
の
三
分
野
に
つ
い
て
は
「
一
体

的
見
直
し
」
が
言
わ
れ
て
い
て
、
横
断
的

に
見
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
い
う
。 

ま
ず
年
金
制
度
の
危
機
と
制
度
改
革
の

論
点
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
公
的
年
金
の

仕
組
み
は
修
正
積
立
方
式
で
あ
る
が
、
実

際
問
題
と
し
て
は
賦
課
方
式
で
あ
る
。
賦

課
方
式
と
い
う
の
は
、
基
本
的
に
は
現
役

の
人
々
が
納
め
た
保
険
料
を
、
既
に
引
退

し
て
い
る
方
々
に
年
金
と
し
て
配
分
し
て

い
く
仕
組
み
で
あ
る
。
そ
の
仕
組
み
の
長

期
的
な
動
向
が
危
な
い
の
で
は
な
い
か
と

い
う
意
見
が
二
〜
三
年
前
か
ら
俄
か
に
起

こ
っ
て
、
そ
れ
で
危
機
感
が
醸
成
さ
れ
た
。 

で
は
、
賦
課
方
式
で
い
く
時
に
、
何
を

す
れ
ば
年
金
財
政
を
立
て
直
す
こ
と
が
で

き
る
か
。
大
き
く
分
け
て
二
つ
か
三
つ
ぐ

ら
い
に
限
ら
れ
る
と
い
う
。
第
一
点
は
、

収
入
を
増
や
せ
ば
い
い
と
い
う
方
法
、
す

な
わ
ち
保
険
料
の
引
き
上
げ
。
も
う
一
つ

は
支
出
削
減
、
給
付
を
抑
制
す
る
と
い
う

仕
組
み
で
あ
る
。
だ
が
問
題
は
年
金
と
い

う
の
が
財
産
権
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
。
そ

こ
で
、
実
際
問
題
と
し
て
導
入
さ
れ
た
給

付
の
抑
制
策
は
、「
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
」

と
い
う
仕
組
み
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
年

金
の
給
付
に
お
け
る
ス
ラ
イ
ド
率
を
〇
・

九
％
だ
け
低
く
す
る
と
い
う
考
え
方
で
あ

る
。
平
均
す
る
と
大
体
年
金
は
二
割
ぐ
ら

い
カ
ッ
ト
さ
れ
る
。 

賦
課
方
式
の
維
持
に
対
す
る
年
金
制
度

改
革
に
は
「
一
元
化
」
議
論
が
あ
る
。
人
口
・

経
済
の
変
動
に
比
較
的
中
立
な
仕
組
み
は

積
立
方
式
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
積
立
方
式

に
は
問
題
点
が
あ
る
。
一
つ
は
完
全
に
年

金
が
積
立
方
式
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、

こ
れ
は
と
り
も
な
お
さ
ず
年
金
の
制
度
が

民
営
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
と
こ

ろ
が
国
民
は
全
部
民
営
化
し
て
し
ま
っ
て

国
が
年
金
分
野
か
ら
撤
退
す
る
こ
と
を
お

そ
ら
く
望
ん
で
い
な
い
。
も
う
一
つ
の
問

題
は
、
積
立
債
務
の
問
題
で
あ
る
。
今
日

か
ら
年
金
制
度
を
民
営
化
し
た
と
す
る
と
、

24

年
金
・
介
護
・
医
療
の 

一
体
的
見
直
し
の
必
要
性 

持
続
可
能
性
の 

視
点
か
ら
見
た 

社
会
保
障
制
度
の
課
題 

● 

研
究
報
告 

１ 

三菱総合研究所 
常務取締役 

尾原重男 

三菱総合研究所 
政策・経済研究センター 
主任研究員・ 
シニア・エコノミスト 

白石浩介 
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資料 ： 三菱総合研究所 

図表1　社会保障の将来見通し（まとめ） 

今
ま
で
納
め
て
い
た
年

金
は
賦
課
方
式
で
動
く

が
、
今
日
か
ら
納
め
た

保
険
料
は
事
実
上
使
え

な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

積
立
方
式
へ
の
移
行
期

間
の
過
程
に
お
い
て
不

足
す
る
お
金
は
い
っ
た

い
ど
う
や
っ
て
出
し
て

い
く
の
か
と
い
う
問
題

が
あ
る
。 

年
金
・
医
療
・
介
護

保
険
の
三
つ
の
改
革
を

横
の
方
向
に
見
た
時
に

ど
う
い
う
と
こ
ろ
が
重

要
か
。
一
つ
の
方
向
性

は
給
付
の
抑
制
で
あ
る
。

先
日
の
年
金
改
正
に
お

い
て
政
府
与
党
が
最
も

こ
だ
わ
っ
た
点
は
、
所

得
代
替
率
の
五
〇
％
維

持
で
あ
っ
た
。
負
担
の

問
題
で
言
え
ば
、
個
人

（
本
人
）、
企
業
、
国
家

が
そ
れ
ぞ
れ
負
担
行
為

を
行
う
。
と
こ
ろ
が
、

制
度
毎
に
誰
が
ど
れ
だ

け
お
金
を
負
担
す
る
か

が
見
え
て
い
な
い
。
年

金
が
基
礎
年
金
だ
け
に

な
れ
ば
、
医
療
と
か
介

護
に
ど
う
い
う
影
響
を
与
え
る
か
等
々
。

す
べ
て
に
報
酬
比
例
年
金
を
出
し
て
、
国

民
年
金
に
入
っ
て
い
る
人
達
も
報
酬
比
例

で
保
険
料
を
納
め
て
も
ら
っ
て
、
か
な
り

充
実
し
た
年
金
制
度
が
で
き
る
。
す
る
と
、

医
療
と
か
介
護
に
お
い
て
自
己
負
担
で
き

る
余
地
は
出
て
く
る
の
で
は
な
い
か
、
そ

う
い
う
こ
と
が
一
体
的
見
直
し
で
は
な
い

か
と
白
石
は
強
調
し
た
。 

制
度
の
持
続
可
能
性
を
考
え
た
時
、
年

金
財
政
な
り
医
療
財
政
が
中
長
期
的
に
見

た
時
に
ど
の
よ
う
に
動
い
て
い
く
か
を
計

算
す
る
必
要
が
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
世

代
間
で
ど
う
な
る
か
。
今
回
の
年
金
改
正

に
お
い
て
制
度
的
に
は
一
応
一
〇
〇
年
先

ま
で
持
続
可
能
な
形
が
で
き
た
。
し
か
し
、

皆
不
信
感
を
持
っ
て
い
る
。
な
ぜ
か
と
言

う
と
、
自
分
が
納
め
た
保
険
料
に
見
合
う

だ
け
の
年
金
を
も
ら
え
る
か
ど
う
か
わ
か

ら
な
い
。
つ
ま
り
、
世
代
毎
に
ど
う
い
う

受
益
と
負
担
が
あ
る
か
に
関
し
て
説
明
が

不
足
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。 

   

最
後
に
、
白
石
は
三
菱
総
合
研
究
所
の

社
会
保
障
モ
デ
ル
に
お
け
る
推
計
を
発
表

し
た
（
図
表
１
参
照
）。
厚
生
労
働
省
か
ら

二
〇
二
五
年
ま
で
の
社
会
保
障
の
給
付
と

負
担
の
数
字
が
出
た
が
、
そ
の
後
ど
う
な

る
か
。
年
金
問
題
は
非
常
に
重
要
で
あ
る

が
、
長
期
的
に
見
る
と
、
あ
る
時
点
か
ら

医
療
費
の
伸
び
率
が
か
な
り
高
く
な
っ
て

き
て
、
医
療
費
給
付
の
問
題
が
年
金
と
同

じ
ぐ
ら
い
国
民
に
と
っ
て
懸
念
材
料
に
な

っ
て
く
る
等
、
重
要
な
指
摘
が
な
さ
れ
た
。 

             

研
究
報
告
２
は
三
菱
総
合
研
究
所
の
田

上 

豊
に
よ
る
「
国
民
が
安
心
で
き
る
超
高

齢
社
会
に
向
け
て
」
で
あ
り
、『
研
究
報
告

１
』
の
二
〇
一
五
年
か
ら
二
〇
三
五
年
頃
、

団
塊
の
世
代
が
老
後
を
迎
え
る
時
代
に
社

会
保
障
制
度
の
ク
ラ
イ
シ
ス
が
起
こ
る
と

い
う
報
告
を
受
け
て
、
そ
れ
に
対
応
し
て

考
え
て
い
く
べ
き
こ
と
を
報
告
し
た
。
社

会
保
障
制
度
は
社
会
シ
ス
テ
ム
の
一
つ
の

要
素
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
社
会
シ
ス
テ
ム

そ
の
も
の
を
変
え
て
い
か
な
い
と
、
社
会

保
障
制
度
ク
ラ
イ
シ
ス
は
乗
り
切
れ
な
い

の
で
は
な
い
か
と
問
題
提
起
を
行
っ
た
。 

25

長
期
社
会
保
障
推
計
で 

分
か
る
こ
と 

国
民
が
安
心
で
き
る 

超
高
齢
社
会
に
向
け
て 

● 

研
究
報
告 

2三菱総合研究所 
社会システム研究本部 
ヒューマン・ケア事業 
開発部 
主席研究員 

田上 豊 

高
齢
化
不
安
は 

社
会
シ
ス
テ
ム
問
題 

（兆円） 

（伸び率） 

 

2000年 

2004年 

2010年 

2015年 

2025年 

2050年 

2100年 

2004-25 

2025-50 

50-2100

社会保障給付費 

合計 

 

80.8 

87.8 

107.0 

130.4 

159.3 

254.8 

506.4 

2.9% 

1.9% 

1.4%

社会保障に係わる負担 

合計 

 

72.9 

78.4 

98.2 

117.3 

151.3 

222.2 

434.7 

3.2% 

1.5% 

1.4%

 

保険料負担 

小計 

49.3 

51.6 

62.6 

73.9 

94.4 

120.3 

215.4 

2.9% 

1.0% 

1.2%

 

 

年金 

41.9 

46.4 

54.7 

67.1 

69.6 

95.7 

152.8 

1.9%

1.3% 

0.9%

 

 

医療 

25.4 

27.3 

34.9 

42.2 

59.3 

110.2 

270.5 

3.8% 

2.5% 

1.8%

 

 

福祉等 

13.5 

14.0 

17.4 

21.1 

30.4 

48.9 

83.1 

3.8% 

1.9% 

1.1%

 

 

年金 

27.2 

27.6 

34.7 

41.0 

49.1 

61.3 

110.9 

2.8% 

0.9% 

1.2%

 

 

医療 

17.5 

17.5 

19.7 

23.1 

30.9 

39.4 

71.0 

2.7% 

1.0% 

1.2%

 

 

福祉等 

4.6 

6.5 

8.1 

9.8 

14.3 

19.5 

33.6 

3.8% 

1.3% 

1.1%

 

公費負担 

小計 

23.6 

26.8 

35.6 

43.4 

57.0 

101.9 

219.3 

3.6% 

2.4% 

1.5%

 

 

年金 

6.3 

8.0 

10.5 

12.5 

13.0 

17.4 

27.2 

2.3% 

1.2% 

0.9%

 

 

医療 

9.0 

10.9 

15.5 

19.2 

27.5 

54.6 

142.3 

4.5% 

2.8% 

1.9%

 

 

福祉等 

8.3 

7.9 

9.6 

11.7 

16.5 

29.8 

49.8 

3.6% 

2.4% 

1.0%
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26

高
齢
者
に
働
く
場
を 

国
の
ビ
ジ
ョ
ン
は 

ど
こ
に
あ
る
の
か 

こ
れ
か
ら
の 

医
療
・
福
祉
の
あ
り
方 

● 

招
待
講
演 

日本学術会議　会長、 
東京大学 
先端科学技術研究センター 
客員教授 

黒川 清氏 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
見
る
と
、
社
会
保
障
の
各
種
制
度
の

持
続
可
能
性
に
関
し
て
は
、
一
般
国
民
、

有
識
者
と
も
ど
も
、
強
い
不
安
を
持
っ
て

い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
加
入
し

て
い
る
年
金
制
度
の
種
類
に
よ
っ
て
も
差

は
出
な
か
っ
た
。
ま
ず
、
持
続
可
能
性
へ

の
不
安
に
関
し
て
は
、
年
金
に
極
め
て
大

き
な
重
き
を
置
い
て
い
る
。 

超
高
齢
社
会
の
姿
で
は
、
こ
れ
か
ら
の

日
本
の
人
口
構
造
は
「
少
産
多
死
」
の
時

代
に
な
っ
て
い
く
こ
と
を
述
べ
た
。
そ
う

い
う
社
会
に
お
い
て
、
世
帯
の
構
成
、
家

族
と
い
う
も
の
が
今
後
ど
う
な
っ
て
い
く

か
（
社
会
保
障
人
口
問
題
研
究
所
の
将
来

推
計
に
よ
る
）。
二
〇
〇
〇
年
と
二
〇
二

五
年
を
比
べ
る
と
、
単
独
高
齢
者
世
帯
、

す
な
わ
ち
高
齢
者
一
人
で
住
ん
で
い
る
人

が
三
〇
〇
万
人
か
ら
六
八
〇
万
人
に
な
る
。

高
齢
者
夫
婦
の
み
の
居
住
を
こ
れ
に
足
す

と
四
世
帯
の
う
ち
一
世
帯
が
お
年
寄
り
世

帯
と
な
る
。
一
方
、
高
齢
者
の
労
働
力
率

（
男
性
）
は
一
貫
し
て
減
少
し
て
き
て
い
る
。

働
く
意
思
の
あ
る
人
が
減
っ
て
き
て
い
る
。

少
子
・
高
齢
化
が
進
ん
で
高
齢
者
人
口
は

増
え
る
、
そ
の
こ
と
で
社
会
保
障
の
負
担

が
増
え
る
、
こ
れ
に
対
応
す
る
に
は
保
険

料
率
を
高
め
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
、
企

業
の
人
件
費
負
担
が
増
え
る
。
こ
の
結
果
、

企
業
の
正
規
雇
用
が
削
減
さ
れ
る
、
失
業

に
よ
り
財
政
状
況
が
悪
化
す
る
、
国
民
の

可
処
分
所
得
が
減
り
、
社
会
保
険
の
不
安

が
出
て
、
さ
ら
に
負
担
増
・
給
付
削
減
と

い
っ
た
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
が
起
こ
っ
て
き

か
ね
な
い
状
況
に
今
陥
っ
て
い
る
。 

こ
れ
ら
に
対
す
る
新
し
い
社
会
シ
ス
テ

ム
の
前
提
は
、
①
高
齢
者
を
年
齢
で
一
律

に
「
負
担
」
と
と
ら
え
る
の
で
は
な
く
、

働
く
意
思
の
あ
る
場
合
は
生
産
者
と
し
て

と
ら
え
る
、
②
多
様
な
雇
用
形
態
に
対
応

し
た
社
会
保
険
の
制
度
を
考
え
て
い
く
、

③
高
齢
者
の
自
立
度
に
応
じ
た
住
み
替
え

を
社
会
シ
ス
テ
ム
の
中
に
う
ま
く
埋
め
込

ん
で
お
く
、
④
互
助
、
公
助
の
適
切
な
組

み
合
わ
せ
の
仕
組
み
を
め
ざ
し
て
い
く
、

⑤
地
域
全
体
で
家
族
を
支
援
で
き
る
よ
う

な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
を
行
う
―
と
い
っ

た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
（
図
表
２
）。 

高
齢
化
問
題
を
単
な
る
社
会
保
障
の
問

題
と
し
て
と
ら
え
る
の
で
は
な
く
、
社
会

全
体
の
経
済
戦
略
の
課
題
と
し
て
と
ら
え

る
べ
き
で
は
な
い
か
、
と
田
上
は
問
題
提

起
し
た
。
基
本
的
に
は
高
齢
者
を
負
担
と

と
ら
え
な
い
社
会
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
ろ
う
、

と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
①
高
齢
者
の
就
業

を
支
援
し
て
い
く
、
②
高
齢
者
の
た
め
の

居
住
環
境
の
整
備
を
促
進
し
て
い
く
、
③

出
生
率
を
向
上
さ
せ
る
、
④
地
域
毎
に
見

る
と
中
山
間
地
域
の
問
題
が
解
決
さ
れ
る

べ
き
で
あ
る
―
と
い
っ
た
課
題
解
決
に

向
け
て
取
組
む
こ
と
が
重
要
と
な
る
。 

  

ま
ず
、
高
齢
者
を
負
担
と
と
ら
え
な
い

社
会
シ
ス
テ
ム
、
高
齢
者
の
就
業
を
支
援

す
る
た
め
の
二
つ
の
コ
ン
セ
プ
ト
が
あ
る
。

①
労
働
で
は
な
く
、
社
会
参
加
を
軸
と
し

た
働
き
場
を
見
つ
け
て
い
く
必
要
が
あ
る
、

②
高
齢
者
の
働
き
を
経
済
活
動
に
結
び
つ

け
る
多
様
な
仕
組
み
を
作
り
あ
げ
て
い
く
。 

高
齢
者
の
就
業
を
支
援
す
る
ア
イ
デ
ア

と
し
て
は
、
①
高
齢
者
の
社
会
活
動
を
無

理
な
く
市
場
に
組
み
込
む
場
を
作
る
。
高

齢
者
が
社
会
参
加
し
た
活
動
の
成
果
を
評

価
し
て
、
そ
の
成
果
を
流
通
さ
せ
る
仕
組

み
で
あ
る
。
例
え
ば
、
地
域
通
貨
。
②
高

齢
者
雇
用
に
対
す
る
企
業
の
多
様
な
対
応

を
評
価
す
る
シ
ス
テ
ム
整
備
。
企
業
に
一

律
に
高
齢
者
雇
用
を
義
務
づ
け
る
施
策
を

と
る
の
で
は
な
く
、
例
え
ば
、
高
齢
者
を

雇
用
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
対
す
る
寄
付
を

企
業
が
行
っ
た
ら
、
そ
れ
と
同
等
の
評
価

を
す
る
等
の
考
え
方
で
あ
る
。
③
シ
ニ
ア

発
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
育
成
支
援
。
高
齢
者
の

雇
用
・
起
業
を
促
進
す
る
ベ
ン
チ
ャ
ー
向

け
の
融
資
、
高
齢
者
雇
用
を
促
進
す
る
起

業
フ
ァ
ン
ド
を
作
る
仕
組
み
等
で
あ
る
。 

高
齢
者
ケ
ア
、
介
護
に
関
し
て
は
、
社

会
的
コ
ス
ト
を
考
え
て
高
齢
者
の
居
住
環

境
整
備
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。
社
会
的
コ
ス
ト
に
つ
い
て
考
慮
す
べ

き
要
素
は
四
つ
あ
る
。 

①
専
門
職
に
よ
る
外
部
か
ら
の
サ
ー
ビ

ス
、
②
要
介
護
者
に
対
す
る
家
族
の
介
護

行
為
費
用
、
③
在
宅
ケ
ア
に
よ
る
逸
失
利

益
、
す
な
わ
ち
介
護
者
が
働
け
な
く
な
っ

た
部
分
等
、
④
介
護
者
の
精
神
的
負
担
。 

最
後
に
、
今
後
の
超
高
齢
社
会
に
お
け

る
社
会
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
て
、
国

民
の
叡
智
を
結
集
し
て
取
組
ん
で
い
く
こ

と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
強
調
し

た
。 

             

最
後
に
、
招
待
講
演
と
し
て
、
Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ａ
、

東
京
大
学
医
学
部
内
科
教
授
等
を
歴
任
し

現
在
、
日
本
学
術
会
議
会
長
、
東
京
大
学

先
端
科
学
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
の
黒

川
　清
氏
が
「
こ
れ
か
ら
の
医
療
・
福
祉
の
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資料 ： 三菱総合研究所 

図表2　社会保障制度の前提となる新しい社会システムの見直し 
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民
意
を
反
映
さ
せ
た
政
策
形
成 

 ！ 

あ
り
方
」
の
テ
ー
マ
で
講
演
を
行
っ
た
。 

今
回
の
大
テ
ー
マ
「
社
会
保
障
ク
ラ
イ

シ
ス
」
を
論
じ
る
に
当
た
っ
て
、
ま
ず
大

切
な
の
は
「
国
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
ど
こ
に
あ

る
の
か
」
で
あ
る
。
そ
れ
が
あ
っ
て
始
め

て
社
会
保
障
の
政
策
と
ベ
ン
チ
マ
ー
キ
ン

グ
が
で
き
る
。
誰
が
ど
う
い
う
プ
ロ
セ
ス

で
政
策
を
決
め
て
い
く
の
か
、
民
主
主
義

国
家
で
あ
れ
ば
、
そ
う
い
う
プ
リ
ン
シ
プ

ル
が
あ
る
は
ず
だ
が
、
現
在
は
機
能
し
て

い
る
と
は
思
わ
な
い
。 

そ
れ
は
ど
う
し
て
な
の
か
。
日
本
の
近

世
か
ら
の
歴
史
を
ひ
も
と
い
て
見
て
み
よ

う
。
日
本
は
鎖
国
を
し
た
お
か
げ
で
、
情

報
を
管
理
し
て
、
し
か
も
国
軍
を
持
つ
必

要
が
な
か
っ
た
の
で
、
豊
か
な
国
に
な
れ

た
。
そ
れ
が
だ
ん
だ
ん
崩
れ
て
く
る
の
は

何
故
か
と
言
え
ば
、
外
的
な
要
因
に
よ
る
。

そ
こ
で
明
治
維
新
に
な
り
、
日
露
戦
争
に

突
入
し
た
背
景
と
意
義
は
何
か
。
そ
の
当

時
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
明
が
世
界
を
席
巻
し

て
い
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
ぶ
つ
か
っ
て

独
立
し
た
の

は
日
本
だ
け

で
あ
る
。
明

治
維
新
後
の

日
本
の
パ
ラ

ダ
イ
ム
は
、

富
国
強
兵
で

あ
っ
た
。
日

露
戦
争
ま
で

は
う
ま
く
い

く
が
、
そ
こ

か
ら
後
は
う

ま
く
い
か
な

く
な
る
。
そ

れ
で
太
平
洋

戦
争
に
な
り

負
け
る
。
負

け
た
後
、
日

本
は
冷
戦
と

日
米
安
保
の

枠
組
み
で
、「
経
済
成
長
」
に
成
功
す
る
。

大
量
生
産
・
工
業
化
、
都
市
化
が
起
こ
り
、

今
何
が
変
わ
っ
た
か
。
五
人
に
一
人
が
六

五
歳
以
上
の
超
高
齢
社
会
に
な
っ
た
。
一

九
六
一
年
に
投
入
さ
れ
た
医
療
制
度
が
動

か
な
い
の
は
当
然
で
あ
る
。
そ
う
い
う
中

で
、
日
本
の
国
家
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
国
の
品

位
を
上
げ
る
た
め
に
使
う
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー

を
い
か
に
作
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

二
〇
世
紀
の
歴
史
を
見
れ
ば
、
ア
ジ
ア
で

信
頼
を
再
構
築
す
る
の
が
日
本
の
一
番
の

課
題
で
あ
る
。 

  

つ
ま
り
、
高
齢
社
会
に
な
っ
た
日
本
の

政
策
は
何
な
の
か
、
医
療
は
ど
う
な
の
か
、

科
学
技
術
投
資
、
教
育
は
ど
う
な
の
か
。

こ
の
よ
う
な
国
家
ビ
ジ
ョ
ン
の
ミ
ッ
シ
ョ

ン
に
向
か
っ
た
政
策
を
作
ら
な
く
て
は
い

け
な
い
。
そ
れ
で
は
政
策
を
決
め
る
の
は

だ
れ
か
。
今
、
内
閣
府
の
調
査
を
見
る
と
、

国
民
の
一
番
の
関
心
事
は
健
康
と
医
療
で

あ
る
。
そ
れ
が
民
意
な
の
で
あ
る
。
そ
れ

な
の
に
、
ま
だ
高
速
道
路
二
千
キ
ロ
を
、

三
〇
〇
を
超
え
る
ダ
ム
を
作
っ
て
い
る
。

民
意
と
実
際
に
や
っ
て
い
る
政
策
は
何
故

こ
ん
な
に
離
れ
て
い
る
の
か
。
そ
れ
は
、

政
策
を
決
め
て
い
る
プ
ロ
セ
ス
が
問
題
で

あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
情
報
を
循
環

さ
せ
て
国
民
に
選
択
肢
を
示
す
の
は
、
メ

デ
ィ
ア
の
仕
事
で
あ
る
。
情
報
を
価
値
判

断
な
し
に
提
供
す
る
こ
と
で
あ
る
。
現
実

に
メ
デ
ィ
ア
は
民
意
に
押
さ
れ
て
、
少
し

は
変
わ
っ
て
き
た
。
こ
れ
が
政
策
を
作
っ

て
い
く
プ
ロ
セ
ス
な
の
で
あ
る
。 

今
、
政
府
は
医
療
政
策
も
公
共
政
策
も

一
生
懸
命
勉
強
し
て
出
す
の
だ
が
、
そ
れ

が
現
実
の
政
策
に
な
る
た
め
に
は
、
二
〇

二
〇
年
を
め
ざ
せ
と
黒
川
氏
は
言
う
。「
二

〇
二
〇
年
の
日
本
は
こ
う
し
よ
う
」
と
提

案
す
る
。
何
故
か
と
言
え
ば
、「
三
〇
年
後

の
二
〇
五
〇
年
ま
で
に
日
本
は
ア
ジ
ア
で

信
頼
さ
れ
る
品
格
の
あ
る
国
に
な
る
こ
と

が
大
事
で
、
そ
れ
で
な
け
れ
ば
ア
メ
リ
カ

も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
も
つ
き
合
わ
な
い
よ
」
と

な
る
か
ら
で
あ
る
。
時
間
は
少
し
は
あ
る

と
い
う
訳
だ
。
起
点
を
何
故
二
〇
二
〇
年

に
す
る
か
と
い
う
と
、
こ
れ
か
ら
一
五
年

先
だ
か
ら
で
既
得
権
益
に
そ
れ
ほ
ど
近
く

な
い
か
ら
で
あ
る
。
五
年
計
画
を
出
し
て

ベ
ン
チ
マ
ー
キ
ン
グ
し
て
い
け
ば
い
い
。

一
五
年
前
の
平
成
元
年
に
何
が
あ
っ
た
か

想
い
出
す
べ
き
。 

二
〇
二
〇
年
の
医
療
と
社
会
保
障
制
度

は
ど
う
あ
る
べ
き
か
。
色
々
な
視
点
か
ら

デ
ー
タ
を
示
し
、
ア
ジ
ア
か
ら
フ
ォ
ロ
ー

し
て
く
る
人
た
ち
も
参
考
に
な
る
指
摘
・

提
案
を
継
続
的
に
出
す
べ
き
で
あ
る
。 

 （
二
〇
〇
四
年
一
〇
月
二
〇
日
　
虎
ノ

門
パ
ス
ト
ラ
ル
に
て
） 

従来の社会保障制度 新たな社会保障制度 

【社会システムの前提】 【社会システムの前提】 

●高齢者を「負担」 

●職住分離・終身雇用 

　（企業中心社会） 

●持ち家志向 

●自助・公助中心 

 

●家族機能の縮小 

●高齢者も「生産」者 

●多様な雇用形態に 
　対応した保険制度 

●自立度に応じた住み替え 

●自助・互助・公助の 
　適切な組み合わせ 

●地域で家族を支援できる 
　ネットワーク形成 
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